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胃炎における血漿中酸化LDL値を、安定狭心症（SAP）および急性心筋梗塞（AMI）の血漿中酸化LDL値と比較・
検討した。さらに、H.pylori陽性胃炎の病変部位およびAMIの冠動脈責任部位における酸化LDL、MPO、炎症細
胞の局在についても比較・検討した。 
H.pylori陽性胃炎患者27例、AMI患者62例、SAP患者63例、健常者64例の血漿中酸化LDL値を測定した。
EDTA添加ヒト血漿成分から、超高速遠心分離法により2日間かけてLDLを画分し、さらに2日間かけサンドイ
ッチELISA法により血漿中酸化LDL値を測定した。H.pylori陽性胃炎の34病変（内視鏡下生検標本27例、手
術標本7例）とAMIの9冠動脈責任病変（剖検標本）に対し、好中球（エラスターゼ、MPO、CD66）、マクロフ
ァージ（CD68、HAM56）、平滑筋細胞、酸化LDL、アポリポ蛋白Bに対する各抗体を用いて免疫組織化学的に解
析し、さらにオイルレッド-O染色を用いて脂質の局在についても検索した。AMI群の血漿中酸化LDL値は、SAP
群、H.pylori陽性胃炎群、および健常者群の各血漿中酸化LDL 値と比較して有意（P＜0.0001）に上昇してい
た。しかし、H.pylori陽性胃炎群の血漿中酸化LDL 値は、健常者群のそれと比較し、有意差を示さなかった。
AMIの冠動脈責任病変部位では、マクロファージやMPO陽性好中球の集積の他、脂質、アポリポ蛋白B、および
酸化LDLの高度な局在が認められた。これに対し、H.pylori陽性胃炎の病変部位では、マクロファージやMPO
陽性好中球の集積は認められたものの、脂質、アポリポ蛋白B、酸化LDL の局在は認められなかった。以上よ
り、酸化LDLは、H.pylori感染との関連性は少ないが、冠動脈のプラーク不安定性に密接に関与していること
が明らかとなった。 
本研究は、AMIとH.pylori陽性胃炎における血漿中および組織中の酸化LDLの量的比較を通じて、ヒトにお
ける血漿中酸化LDL値の上昇と冠動脈プラーク不安定性との密接な関連性を明らかにしたはじめての研究であ
り、よって著者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
